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クロコムラサキは、コムラサキ（タテハチョウ科）に遺伝的に現れる黒色型である。
幼虫はヤナギ類の葉を食べて成長し、成虫になるとヤナギ・クヌギなどの樹液に集まる。
全国的にも生息する範囲は限られているが、鬼怒川右岸の柳田緑地内には、幼虫の食料
となるヤナギが多いほか、越冬地として適当な条件を具えているため、生息しているも
のと考えられる。

クロコムラサキは、コムラサキの劣勢遺伝型の通称名。
コムラサキに混じってわずかに見られます。
しかし、通常型では翅表の黄色紋が白色に、褐色の
地色が黒褐色になるため、構造色の紫がしまって見える
ためにより美しく感じられます。



今回の観察会ではクロコムラサキを見ることは出来ませんでした。
年々温暖化の影響で、姿を観察する時期が早まっているのかも知
れません。
コムラサキの変異種が貴重なクロコムラサキなので数が少なく、
なかなか見つけることは難しですが、生態系保護の上で柳田緑地
の環境を大切に守っていく必要があります。
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